
Ⅰ．緒言

₁．大学教育におけるアダプテッド・スポーツ
我が国では1964年に東京で開催されたパラリ

ンピックを契機に、身体に障害のある人々のス
ポーツ参加が盛んになった。スポーツのルール
や用具を障害の種類や程度に適合（adapt）させ
ることによって、障害のある人はもちろんの
こと、幼児から高齢者、体力の低い人であっ
てもスポーツに参加することが可能となる1）。
これらの特徴を有するスポーツを総称してア
ダプテッド・スポーツ（Adapted Sports, 以下 ; 
AdS）と呼ぶ。この AdS という概念は、障害

のある人がスポーツを楽しむためには、その人
自身と、その人を取り巻く人々や環境を問題と
して取り上げ、両者を統合したシステムづくり
こそが大切であるという考え方に基づくもので
ある1）。よって、AdS はあらゆる人々が身体活
動に親しむ機会として有益であると考えられ
る。

我が国の大学教育において AdS を扱う事例
があり、科目の目的や展開方法が報告されて
いる2）～ 6）。佐藤（2012）は大学教育において全
14回の「生涯スポーツ」の科目の中で₅回分の
AdS を実施したことを報告した2）。佐藤（2016）
は大学教育において「アダプテッド・スポーツ
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基礎実習」の科目でフィールドワークとして宮
城県・仙台市障がい者スポーツ大会のボラン
ティア活動を行ったことを報告した3）。また、
宮本（2022）は大学の科目内でアンプティサッ
カーを主とした AdS 教育のプログラムを実践
し、アンプティサッカー日本代表選手を5名招
聘し、講義や体験会、選手によるトークセッショ
ンを行ったことを報告した6）。このように AdS
科目は様々な方法で展開されている。

₂．アダプテッド・スポーツにおける教育効果
我が国の大学における AdS 教育では、その

教育効果が報告されている。大山（2017）は一
般体育科目の「体育 I」で AdS を取り入れた4）。
履修学生の感想からは、授業が貴重な体験をで
きる場としての機能をもち、AdS の理解を促
し、新たな価値観に気づかせる機会となったこ
とを報告した。また、アンプティサッカー体験
会へ参加した大学生のパラスポーツに対する
イメージが肯定的に変化したことから、障が
い者との直接的な関わりの重要性が報告され
ている7）。これらの報告から、大学生に対する
AdS の教育効果が期待されている。

一方で、永浜と藤村（2011）は AdS 科目の受
講後も「アダプテッドスポーツ = 障がいのある
人のスポーツ」という認識が残っていたことを
示した8）。そのため、AdS が障がい者や高齢者
を含むすべての人が行うことのできるスポーツ
であるという認識を持たせるよう丁寧な説明が
必要であることを指摘した。また、三浦と小田

（2011）は学生自らが積極的に考えて工夫する
ことのできるスポーツの開発および体験環境を
準備することが重要であることを指摘してい
る9）。このように AdS の科目を実施する際は留
意すべき事項があると考えられる。

スポーツ大会ではボランティアスタッフの活
躍が必要不可欠である。山田（2006）はボラン
ティア活動を経験することによって障がい者意
識がプラスに影響すること、障がい者と直接的
に関係をもつ機会が多いほど意識の変化にプラ
スの効果が作用されることを示した10）。また、
パラスポーツのボランティア経験が無い者が₉
割いた調査では、パラスポーツにおけるボラン
ティアの普及は急務であると述べられている11）。

よって、AdS の科目においても AdS を体験す
るだけでなく、障がい者と直接接する機会やボ
ランティア活動も実施することで障害や障がい
者への理解が促進すると考えられる。

しかしながら、AdS の科目の一環として学
生が参加するパラスポーツのボランティア活動
において、大会運営にかかわる学生の役割およ
び選手への支援方法を検証したケースは少な
い。今後の AdS 教育の可能性を模索すること
で、我が国における障がい者理解や共生社会の
実現に近づくと考えられる。

₃．本稿の目的
そこで、本稿では AdS の科目である「アダ

プテッド・スポーツ基礎実習」の一環として実
施したボランティア活動の事例を示すととも
に、今後の AdS 科目の課題について検討する
ことを目的とした。

Ⅱ．AdS科目の実践内容

₁．「アダプテッド・スポーツ基礎実習」の概要
本学現代社会学部現代社会学科および医療福

祉学部リハビリテーション学科理学療法学専攻
では、公益財団法人日本パラスポーツ協会公認
の初級パラスポーツ指導員の資格を取得するこ
とができる。取得するためには「アダプテッド・
スポーツ基礎実習」（₁単位・実技科目・現代
社会学部現代社会学科は₁年次開講、医療福祉
学部リハビリテーション学科理学療法学専攻は
₃年次開講）および「アダプテッド・スポーツ論」

（₂単位・講義科目・現代社会学部現代社会学
科は₁年次開講、医療福祉学部リハビリテー
ション学科理学療法学専攻は₃年次開講）の単
位取得が必須である。本稿では、2023年₄月か
ら₇月にかけてすでに開講された「アダプテッ
ド・スポーツ基礎実習」（以下 ; 本科目）に焦点
を当てて記述する。

本科目は、東京2020パラリンピック競技大会
で情報戦略・医科学サポートに従事した経験の
ある本学専任教員₁名と県内パラスポーツ協会
の地域コーディネーターを担う本学非常勤講師
₁名の計₂名で実施した。本科目には現代社会
学科₁年生₄名、₂年生₁名、理学療法学専攻
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₃年生₂名の計₇名が参加した。加えて、第₃
回目から第10回目にかけて実施した大会ボラン
ティアには、本科目を履修せず学生自ら参加
の意思を示した理学療法学専攻1年生1名、作
業療法学専攻₃年生₂名の計₃名も参加した。
本科目における学習の到達目標は、「障がい児
者を含めた全実施者に適応したアダプテッド・
スポーツの実践およびサポート活動を通じて、
ルールや基本的なスポーツ技術、支援方法を習
得することができる」ことであった12）。

本科目は土曜日と日曜日の集中科目として、
100分間を21回実施した。第₁,₂回目は本学の
教室にて科目ガイダンス、大会ボランティアに
向けた事前説明、映像を用いたパラ陸上競技に
関する講義を行った。第₃-₅回目は弘進ゴム
アスリートパーク仙台にて大会ボランティアの
前日準備を行った。第₆-10回目は弘進ゴムア
スリートパーク仙台にて大会ボランティアに
参加した。第11-13回目は本学の体育館にてバ
スケットボール用車いすを使用し、車いすの
操作練習や車いすバスケットボールを行った。
第14-17回目はボッチャやシッティングバレー
ボール、第18-21回目はゴールボールを行った。

₂.��第31回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会
陸上競技大会の概要

第31回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会陸
上競技大会（以下 ; 本大会）は、2023年₅月14
日に弘進ゴムアスリートパーク仙台にて実施
され、特別全国障害者スポーツ大会選考会と
して開催された。本大会は「スポーツを通じて
体力の維持・増進を図り、明朗快活かつ積極的
な性格と協調精神を養い、明るい生活の形成に
寄与するとともに、県民・市民との交流によ
り、障害者に対する深い理解と関心の高揚を期
し、もって障害者の社会参加促進に資すること」
を目的として開催された13）。本大会では障害
区分によって実施する種目は異なるが、50m、
100m、200m、400m、800m、1500m、スラロー
ム、₄×100m リレー、走高跳、立幅跳、走幅
跳、砲丸投、ソフトボール投、ジャベリックス
ロー、ビーンバッグ投が実施された。本大会へ
出場した選手人数は261名、大会スタッフは409
名であった。

₃.�大会ボランティアに向けた事前準備
大会ボランティアに向けて、著者らは2023年

₃月、₄月、₅月に開催された第31回宮城県・
仙台市障害者スポーツ大会陸上競技大会実行委
員会（以下 ; 本委員会）へ出席した。本委員会
では、総務係、招集係、誘導係、競技係、会場係、
受付係、式典・表彰係、記録係に分かれて大会
当日の業務内容を検討した。学生ボランティア
の多くは誘導係を担当するため、本委員会では
学生ボランティアの配置や業務内容を中心に検
討した。学生ボランティアの募集は、本委員会
メンバーである宮城県障害者スポーツ協会の職
員が各教育機関へ募集した。本委員会で学生ボ
ランティアを振り分けた結果、A 大学の学生
25名、A 大学の AdS サークルに所属している
学生₆名、B 大学の学生10名、C 短期大学の学
生₄名、D 専門学校の学生₉名、E 専門学校の
学生15名（計₆団体、69名）が誘導係として担
当することになった。著者らは学生ボランティ
ア₁名あたり₂種目で誘導するように配置した

（表₁）。配置を検討する際は、₁種目目と₂種
目目の間の時間に余裕を持たせること、本大会
当日の学生ボランティアの欠席を想定して表₁
の「※調整可」のように学生ボランティアが他
の種目を担当できるよう人数に余裕を持たせる
こと、学生間のコミュニケーションや連絡事項
をスムーズにできるよう同じ学校同士の学生で
配置すること、参加選手数の多い種目に対して
はより多くの学生ボランティアを配置すること
とした。

₄.��大会ボランティアにおける前日および当日
の取り組み

B 大学の学生₉名は本大会前日に伴走用の
ゼッケンの準備（図₁）、テントの設営、本大
会会場のレイアウトの確認を行った。

大会当日は計₆団体（計69名）が学生ボラン
ティアとして選手の誘導係を担当した。学生ボ
ランティアの中で本大会当日に欠席者が出た場
合は、表₁の「※調整可」の学生ボランティア
と入れ替えた。誘導係は、①競技名が書かれて
いるプラカードを持ちながら担当する選手を招
集所で集め、②招集所から競技開始場所まで誘
導し（図₂）、③競技開始場所で競技に使用し
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ない選手の衣類を保管し、④競技終了場所から
解散所へ誘導した。著者らは競技開始前に学生
ボランティアへ業務方法を一斉に説明するとと
もに、競技場内ではスマートフォンを扱わない
よう注意した。学生ボランティアは大会の部門
にあたる肢体不自由、視覚障害、聴覚・平衡機
能障害、音声・ 言語・そしゃく機能障害、知
的障害、内部障害、精神障害の選手とコミュニ
ケーションを取りながら誘導係を担った。これ
らの経験は障がい当事者との直接的な交流によ
り具体的なサポート方法を習得するとともに、
大会運営のノウハウを学ぶ機会となった。

Ⅲ．今後の展望　　

₁．学部間および学校間交流の充実　
佐藤（2016）は従来、保健福祉学科保健福祉

専攻のみに開講されていた AdS 関連科目を医

療福祉学部の全学科、全専攻、全学年が集中講
義形式で履修できるように開講した3）。その結
果、学科間交流が可能となり、AdS 教育の再
構築と理解啓発につながることが示された。本
学現代社会学部現代社会学科では、共生社会を
実現するための幅広い視野と柔軟な思考、そし
て知識と技能を持った人材を養成している14）。
また、本学医療福祉学部 リハビリテーション
学科理学療法学専攻では、理学療法士の養成校
として自分で考え、調べ、解決できる「自主性」
を備え理学療法学を専門的に学んでいる学生15）

の知識や考え方を共有したことで、多角的な視
点で AdS を捉えることにつながったと推察さ
れる。

本ボランティア活動には、₆つの高等教育機
関（計69名）の学生ボランティアが誘導係とし
て活躍した。2023年度の本ボランティア活動は
活動当日の欠席者に対して迅速かつ臨機応変に
対応するために、競技ごとに同じ学校の学生に
なるように配置した（表₁）。このように、本
稿の新規性は AdS 科目を活用して他の高等教
育機関と合同で実施した活動事例とともに、本
委員会で検討した配置や取り組みの様子を詳細
に示している点にある。しかし、2023年度は学
校間での交流を実施することが叶わなかった。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響から社会
とのつながりに対する満足度も低下しているこ
とから16）、学生にとっては学校の垣根を超えた
積極的な交流も重要であると考えられる。その
ため、2024年度の本ボランティア活動では、競
技ごとに異なる学校の学生を配置することで学
校間交流も期待でき得る。同じ学校の学生同士
であればコミュニケーションや連絡がスムーズ
に行われることが期待されるが、異なる学校の
学生を組ませることでその利点が失われる。異
なる学校の学生を組ませても情報伝達に問題が
生じないようにするための対策として、事前
に Zoom（Zoom Video Communications, Inc.）
などを用いたオンライン会議形式での顔合わ
せやグループごとに連絡し合える Slack（Slack 
Technologies, Inc.）などのコミュニケーション
ツールを用いることが挙げられる。
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₂．日常生活を対象とした教育
本科目ではボランティア活動への参加に加え

て、AdS の体験として車いすバスケットボー
ル、ボッチャ、シッティングバレーボール、ゴー
ルボールを実施した。一方で、本科目は履修生
である大学生のみで AdS を体験したため、障
がい者の日常生活の様子や支援方法を学ぶ機会
までには至らなかった。これまで、学生が障が
い者や高齢者との接触体験をもつことで、障が
い者や高齢者に対して肯定的な印象をもつよう
になったことが報告されている17）～ 19）。そのた
め、今後はより一層の障がい者や高齢者への理
解促進に向けて、まずは、本科目で対象とした
障がい者や高齢者など多様な身体的および精神
的特徴をもつ人々と一緒に AdS を体験する場
を設けることが望ましいと考えられる。そして、
その後にスポーツ現場だけでなく、当事者の日
常生活に着目して当事者の様子や支援方法を学
ぶことも AdS 科目を開講する意義があると考
えられる。これらの経験を通して、福祉や共生
社会について考えるきっかけとなり得ることが
期待される。

₃.�教育効果の検討
本稿では、AdS の科目である「アダプテッド・

スポーツ基礎実習」の一環として実施したボラ
ンティア活動の事例を示した。本科目の学習到
達目標である「障がい児者を含めた全スポーツ
実施者に適応したアダプテッド・スポーツの実
践およびサポート活動を通じて、ルールや基本
的な技術、支援方法を習得することができる」
ことにおいては、履修生全員が目標を達成する
ことができた。一方で、本稿では本科目を履
修したことでどの程度 AdS に関する理解が深
まり、AdS へのイメージが変化したのかまで
は検討していない。今後、先行研究と同様に、
AdS の授業やイベント前後にアンケート調査
を実施することで教育効果を検討することがで
きると考えられる8）, 20）。

本ボランティア活動には過去に本科目を履修
していた卒業生も社会人として働きながら参加
していた。今後、本学で AdS 科目を履修した
卒業生にインタビューし、社会に出て本科目が
役に立ったのかを調査することで AdS 科目の

意義や課題を詳細に検討することができる。ま
た、我が国では日常生活において様々なストレ
スを受けていることが報告されている21）。多く
の先行研究では運動が気分の改善に有効である
ことが示されている22）～ 24）。したがって、あら
ゆる人々に適応された AdS は一般的なスポー
ツよりも人を選ばずに様々な特徴を超えて気分
の改善に取り組める点で魅力がある。そのた
め、AdS 科目は現代社会を生き抜いていく学
生にとって可能性を秘めた科目であると考えら
れる。

Ⅳ．おわりに

本科目は AdS を体験するとともに、学部や
他の高等教育機関の垣根を超えてボランティア
活動を実施した。これらの経験は障がい当事者
との直接的な交流により具体的なサポート方法
を習得しながら、大会運営のノウハウを学ぶ機
会となった。今後は学部間および学校間交流の
充実、日常生活の支援方法に関する教育内容の
充実、アンケート調査を用いた教育効果の検証
を検討していく必要がある。
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Course Practice and Future Prospects for Adapted Sports Using 
Volunteer Activities

Abstract
Examples of activities that transcend the boundaries of faculties and other institutions of higher education 

can serve as a case study to explore the possibilities for future adaptive sports education. The purpose of this 
study was to present an example of volunteer activities conducted as part of the AdS course "Basic Practice 
in Adapted Sports" and to examine future issues. This course was taken by university students majoring in 
contemporary sociology and physical therapy. A total of 6 groups (69 students in total) participated in volunteer 
activities at the "31st Miyagi and Sendai City Athletic Meet for the Disabled. The students guided athletes 
with physical disabilities and visual impairments from the muster area to the competition start area. These 
experiences provided an opportunity to learn specific support methods through direct interaction with people 
with disabilities, as well as to gain know-how in competition management. In the future, it is necessary to 
consider enhancing inter-faculty and inter-school exchanges, improving the educational content regarding daily 
life support methods, and verifying the educational effects using a questionnaire survey.

Key word :  para sports, extramural education, educational effects, symbiotic society, exchange
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